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寿都町・神恵内村の文献調査で収集し情報を抽出した文献・データのリスト(追加分) 

 

 

⚫ 収集し、情報を抽出した文献・データの追加分の具体名をリストにしました。 

 

⚫ 2022年 7月 12日以降で 2023年 3月 13日までに追加した文献・データ数は、102件

です。 

⚫ 火山・火成活動や断層活動などの項目間の重複は除いています。 

⚫ 調査は寿都町、神恵内村それぞれで進め、報告書においてはもちろん、それぞれのリストを作

成しますが、現在のところ、共通の文献・データが多いため、前回と同様に寿都町、神恵内村

合わせたリストとしております。 

⚫ 調査は現在、「文献・データに基づく評価」の段階です。2022年 11月 29日より、国の審議

会で「文献調査段階の評価の考え方」について、審議が行われており、これに伴なって、新たに

追加したものも含まれています。 

⚫ 今後も、新たに必要となった場合には追加して収集します。 

⚫ これらの文献・データの情報をもとに評価を進めており、評価結果を報告書にとりまとめます。評

価に用いた情報の出典である文献・データを報告書の引用文献として報告書に掲載します。 

 

 

＜リストの記載方法＞ 

⚫ 著者名，（発表年），タイトル，雑誌や報告書名，巻・号・頁や発行所などの順で記載してい

ます。 

例：赤松守雄，山田悟郎，渡部真人（1987）積丹半島から産出する化石について，北

海道開拓記念館調査報告，26，pp. 3–8. 

 

⚫ ウェブサイトの場合、著者名、タイトル、閲覧日などの順です。 

⚫ 英文も含むことから、慣例に従い、著者名をアルファベット順で並べています。同じ著者の場合は発

表年順です。五十音とアルファベットの対応について、次頁の表をご参照ください。  

2023年 4月 14日誤記訂正 



五十音とアルファベットの対応（ローマ字表記） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   アルファベット順  
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